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就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

林
政
課
長

池
田　
　
稔

治
山
課
長

杉
本　
孝
一

　

風
薫
る
新
緑
の
候
を
迎
え
、
会
員
の

皆
様
方
に
は
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と

と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
、
こ
の
度
の
人
事
異
動
に
よ
り
林

政
課
長
を
拝
命
し
ま
し
た
。
誌
上
を
お

借
り
し
一
言
、
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

本
県
は
、
県
土
の
約
７
割
が
森
林
に

覆
わ
れ
、「
晴
れ
の
国
」
の
穏
や
か
な
気

候
の
下
で
、
県
内
一
帯
に
広
く
分
布
す

る
マ
ツ
林
を
は
じ
め
、
カ
シ
な
ど
の
常

緑
樹
林
や
コ
ナ
ラ
な
ど
の
落
葉
樹
林
、

ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
人
工
林
な
ど
多
様
な

森
林
が
育
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
森
林
は
、
木
材
の
生
産
、

水
源
の
涵か
ん

養
、
洪
水
や
土
砂
崩
れ
の
防

止
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
を
有
し
て

お
り
、
私
た
ち
の
快
適
な
生
活
環
境
の

創
造
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
大
切
な

役
割
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
民
有
林
の
39
％
を
占
め
る
人

工
林
の
約
５
割
が
主
伐
可
能
な
林
齢
に

達
し
て
お
り
、
本
格
的
な
利
用
期
を
迎

え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
森
林
の
持
つ
多
面
的

　

新
緑
の
候
を
迎
え
、
会
員
の
皆
様
方

に
は
御
健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

私
、
こ
の
度
の
人
事
異
動
に
よ
り
治

山
課
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
誌
上

を
お
借
り
し
一
言
御
挨
拶
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

森
林
整
備
や
治
山
施
設
の
設
置
な
ど

を
通
じ
て
、
県
民
の
皆
様
の
安
全
・
安

心
を
確
保
し
つ
つ
、
大
切
な
財
産
で
あ

る
森
林
を
守
り
育
て
、
本
県
林
業
の
発

展
に
力
を
尽
く
す
所
存
で
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
県
土
の
約
７
割
を
占
め
る
森

林
の
う
ち
、
先
人
の
御
努
力
に
よ
り
、

ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
人
工
林
資
源
は
本
格

的
な
利
用
期
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
平
成
25
年
度
か
ら
進

め
て
い
る
「
お
か
や
ま
の
森
づ
く
り
間

伐
推
進
５
カ
年
計
画
」
は
、
概
ね
、
順

調
に
進
捗
し
て
お
り
、
間
伐
推
進
に
御

協
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
関
係
各
位

に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

森
林
整
備
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き

間
伐
を
計
画
的
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、

林
業
経
営
に
適
し
た
森
林
は
、
小
面
積

機
能
が
持
続
的
に
発
揮
さ
れ
る
よ
う
、

本
年
３
月
に
、
森
林
・
林
業
行
政
の
指

針
で
あ
る
「
21
お
か
や
ま
森
林
・
林
業

ビ
ジ
ョ
ン
」
の
改
訂
を
行
っ
た
と
こ
ろ

で
す
。

　

改
訂
し
た
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
少
花
粉

ス
ギ
な
ど
の
植
栽
、
間
伐
推
進
、
林
業

就
業
者
の
育
成
・
確
保
、
県
民
参
加
の

森
づ
く
り
、
快
適
な
森
林
環
境
の
創
出

は
も
と
よ
り
、
県
産
ヒ
ノ
キ
製
材
品
の

海
外
へ
の
販
路
拡
大
と
い
っ
た
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
戦
略
の
展
開
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
（
直

交
集
成
板
）
な
ど
の
新
製
品
・
新
技
術

と
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
に
よ
る
新
た

な
木
材
需
要
の
創
出
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
施
策
の
推
進
に
よ
り
、
豊
富

な
森
林
資
源
の
循
環
利
用
に
よ
る
林

業
の
成
長
産
業
化
の
実
現
に
向
け
て
、

「
伐
っ
て
・
使
っ
て
・
植
え
て
・
育
て
る
」

と
い
う
林
業
の
サ
イ
ク
ル
を
循
環
さ
せ
、

岡
山
の
森
林
を
よ
り
良
い
姿
で
次
の
世

代
に
引
き
継
い
で
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
地
域
の
皆
様
方
を

始
め
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
な

が
ら
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
ご
支
援
、
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
御

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

の
皆
伐
を
進
め
、
少
花
粉
品
種
の
ス
ギ
・

ヒ
ノ
キ
を
再
造
林
す
る
こ
と
で
齢
級
構

成
の
平
準
化
と
花
粉
発
生
源
対
策
を
同

時
に
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

林
道
網
や
治
山
施
設
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
計
画
的
に
進
め
る
と
と
も
に
、

昨
年
、
国
に
お
い
て
策
定
さ
れ
た
「
イ

ン
フ
ラ
長
寿
命
化
計
画
」
に
基
づ
き
、

定
期
的
な
点
検
診
断
・
保
全
に
着
手
し

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
住
民
生
活
等
緊
急
支
援

の
た
め
の
交
付
金
を
活
用
し
、
ア
ダ
プ

ト
手
法
に
よ
り
、
地
域
の
皆
様
の
お
力

添
え
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
林
道
の
管

理
機
能
強
化
、
間
伐
の
実
施
に
繋
げ
て

行
く
新
た
な
取
組
を
行
う
予
定
で
す
。

　

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
公
共
事
業
の
推
進

と
併
せ
て
、
森
林
の
多
面
的
機
能
を
十

分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
、
適
正
な
保
安

林
の
管
理
や
林
地
の
開
発
指
導
、
山
火

事
予
防
対
策
な
ど
に
も
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
施
策
は
、
森
林
所
有
者
の

皆
様
を
は
じ
め
関
係
機
関
と
の
緊
密
な

連
携
が
不
可
欠
で
す
。

　

今
後
と
も
御
支
援
・
御
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の

御
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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◇平成27年度森林・林業主要事業について◇
　岡山県では、「21おかやま森林・林業ビジョン」に基づき、「伐って・使って・植えて・育てる」という林
業のサイクルを循環させるため、豊富な森林資源の循環利用による林業の成長産業化の実現に向けて、次の
主要事業に取り組んでまいります。

( 5 )

【担当課：林政課林業木材班】●県産材利用住宅助成事業

木材需要の大半を占める住宅建築において、木造住宅の普及を促

進し、品質の安定した県産乾燥材の積極的な利用を推進するため、

県産乾燥材を一定量以上使用した住宅を新築・増築、リフォームす

る方への助成を行います。また、本年度は子育て世帯等に対し、お

かやまの木の住まいで安心して快適に暮らせるように 「おかやま、

の木の住まい整備促進事業」を新たに加え、実施します。

【担当課：林政課林業木材班】●公共建築物等木材利用促進事業

平成２２年１０月に施行された公共建築物等木材利用促進法に基づ

公共建築物等の木造化や内装等の木質化等を促進するため、いて、

県産材を活用して公共建築物や集客が見込まれる商業施設において

木造化木質化を検討する場合に、実施設計に先立つ計画概要図書等基

本設計の作成経費を補助します。

【担当課：林政課林業木材班】●おかやまの木づかい推進事業

公共施設や学校、社会福祉施設等の公共建築物や観光地、商店街な

ど多数の集客が見込まれる公共的な空間において、県産材を使用した

床・壁の内外装や県産材製机・椅子等の木製用具、案内板やベンチ等

を整備する場合に必要な経費の一部を助成します。

〔 県産材公共建物利用促進支援事業 〕

１ 事業主体 市町村、医療・福祉法人等公共建築物、集客が見込まれる商業施設を整備する者

２ 補助率等 定額（１計画当たり上限４００千円） ５計画

３ 補助対象 木造化・木質化のイメージを表現した外観パース、内観イメージ図等計画概要図書の作成、

県産木材製品の導入計画書、木質バイオマスを燃料とする暖房器具やボイラーの導入計画書等

〔 公共空間木質化促進支援事業 〕

１ 事業主体 市町村及び公共建築物等を整備する者

２ 補 助 率 １／２以内

３ 補助上限額 １箇所当たり2,000千円

〔 おかやまの木で家づくり支援事業 〕
１ 住宅の新築
(1) 助 成 額 １件当たり ２０万円
(2) 主な採択条件

① 県内に自ら居住するための新築一戸建て木造の個人住宅（建売住宅も含む）で、主要構造部材に
８m 以上の県産乾燥材を使用し、その使用量が木材使用量全体の５０％以上を占める住宅3

② 住宅の規模は、延床面積８０m 以上のもの 等2

２ 住宅の増築・リフォーム
(1) 助 成 額 １件当たり 県産乾燥材使用量に応じて６～２０万円
(2) 主な採択条件

県内で増築・リフォームされる既存の住宅又は集合住宅で、主要構造部材等に５m 以上の県産乾3

燥材を使用又は床や内壁に県産乾燥材を30m 以上使用して木質化すること 等2

〔 おかやまの木の住まい整備促進事業 〕
１ 助 成 額 新築 １件当たり ４０万円

住宅の増築・リフォーム １件当たり 県産乾燥材使用量等に応じて最大４０万円
２ 主な採択条件

おかやまの木で家づくり支援事業のそれぞれの採択条件に加え、建築主が１８歳未満を養育する世帯
（子育て世帯）又は、親、子等の二世帯以上で構成される世帯（多世代同居世帯）であること
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( 6 )

【 】●おかやまの森林・林業を支える担い手対策事業 担当課：林政課普及指導班

森林を適正に管理し、収益性の高い林業を実現するため、新規就

業者の確保や集約化施業、作業道開設、高性能林業機械作業システ

ムなどの専門的技術の向上、就労条件の改善を通じて、優れた人材

の育成・定着を図るとともに、地域林業の中核を担う林業事業体へ

の支援を行います。

【担当課：林政課森林保全班】●快適森林環境創出事業

荒廃した里山林等を人が心地よい姿へ整備するとともに、松く

い虫やナラ枯れの被害林等において被害木等を伐採し健全な姿に

再生することにより、安全で快適な森林環境を創出し、併せて森

林の持つ公益的な機能の回復を図ります。

〔 新規林業就業者確保・育成対策事業 〕
１ 事業主体 県、認定事業体
２ 事業内容 ・高校生を対象とした林業技術現地研修の開催

・認定事業体の行う職場内研修等への支援（補助率：定額、研修生1人につき月３万円以内）
〔 地域林業を支える技術者育成対策事業 〕

１ 事業主体 県、岡山県林業労働力確保支援センター
２ 事業内容 ・林業技術者や現場管理責任者の育成（定額）

・施業の集約化を推進する森林施業プランナーの育成（定額）
・森林作業道作設オペレーター及びその指導者の育成

〔 林業就労改善支援事業 〕
１ 事業主体 林業・木材製造業労働災害防止協会岡山県支部、認定事業体
２ 事業内容 ・林業労働災害の防止を図るための巡回指導（定額）

・安全作業を確保するための装備・器具等の導入及び就労環境の改善支援
（ 、 ）補助率:補助基本額の１／２ １／８以内

〔 林業事業体リーダー育成強化事業 〕
１ 事業主体 岡山県林業労働力確保支援センター
２ 事業内容 中小企業診断士による認定事業体の経営改革への支援（定額）

※認定事業体：林業労働力確保のための計画について知事の認定を受けた林業事業体

〔 里山林等再生事業 〕

１ 事業主体 市町村、森林組合

２ 事業内容 不用木や竹林の伐倒・整理、緩衝帯の整備、ベンチ等の設置等（補助率：定額）

〔 松くい虫被害林再生（被害松林危険木伐倒） 〕

１ 事業主体 市町村

２ 事業内容 道路沿線等の倒木の危険性がある松くい虫被害木の伐倒・整理（補助率：１／２以内）

〔 松くい虫被害林再生（被害跡地更新） 〕

１ 事業主体 (1)市町村

(2)森林組合

２ 事業内容 (1)当年度被害木等の伐倒・整理、薬剤処理（補助率：１／２以内）

(2)過年度被害木及び不用木等の伐倒・整理（定額）

〔 ナラ枯れ被害林再生（広葉樹利用促進 〕）

１ 事業主体 (1)森林組合、木材生産業者等

(2)しいたけ生産者等

２ 事業内容 (1)ナラ枯れ被害の拡大を防止するために伐採された、しいたけ原木の運搬（定額）

(2)ナラ枯れ被害の拡大を防止するために伐採された、しいたけ原木の倒木接種（定額）

〔 ナラ枯れ被害林再生（広葉樹保全再生 〕）

１ 事業主体 (1)(2)市町村

２ 事業内容 (1)重要なナラ林等を保全するための樹幹注入（補助率：３／４以内）

(2)被害木等の伐倒・整理、薬剤処理（補助率：３／４以内）

りんせい No.441 2015.5



（ 5 ）

りんせい　No.441　2015. ５

( 7 )

【 】●造林事業 担当課：治山課造林班

森林・林業の再生と森林の有する多面的機能を持続的

に発揮させるため 「おかやまの森づくり間伐推進５カ、

年計画」に基づき平成25年度から５年間で27千haの間伐

を進めています。
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スギの山行苗木を1,500本出荷することができました。
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スギ花粉対策の推進スギ花粉対策の推進

極端に少な 間伐が必要

伐って利用して植え替えることが重要

い

再再造造林林のの実実施施
人工林の若返り化人工林の若返り化

少花粉スギ苗木等の植栽少花粉スギ苗木等の植栽

（平成２５年３月３１日時点）
スギ・ヒノキ人工林の齢級構成
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施策の推進方向

１ 収益性の高い林業による山村の振興

（１）持続可能な林業経営の展開

・林業労働者の育成・確保

・「儲かる林業経営」に向けた
リーダーの育成

（２）収益性の向上による林業生産活動の活性化

・林業収益性の向上

・林業事業体の育成強化

・林道・作業道等路網の整備

・林業技術の向上

（３）多面的機能の持続的な発揮に向けた森林整備の推進

・間伐の促進

・多様な森林施業の推進

・新たな森林整備の計画的な推進

・おかやま森づくり県民基金の活用

・森林・環境教育活動の推進

３ 県民参加による森づくりの推進

・森林・林業情報の発信

・ボランティア活動への支援

４ 快適な森林環境の創出

（１）森林を保全し活用する環境づくりの推進

・里山林等の再生

・森林病害虫の総合的な防除

（２）森林機能の維持増進と防災対策の強化

・森林機能の維持増進

・治山事業の推進

・林野火災対策の推進

・自然との共生～生物多様性を育む豊かな自然の継承～

※環境に配慮した小面積皆伐や再造林等による若返り

化を進め、人工林の齢級構成の平準化を図ります。

※再造林等に当たっては、少花粉スギ等の植栽などに

より、花粉発生源の対策を推進します。

２ 循環資源である木材・木質バイオマスの利用推進

（１）人と環境に優しい木材利用の推進

・県産材利用の推進

※中国や韓国など、海外を含めた県産ヒノキ

製材品の新たな販路の開拓のための取組

を進めます。

・木材の優れた性質を積極的に情報発信

（２）木材製品の品質向上と新たな木材利用

・高品質な製材品の生産と安定供給体制の整備

※新製品・新技術の開発など、木材の新た

な用途開発に向けた取組を支援します。

※ＣＬＴ等に利用するラミナ等の安定供給に

向けた生産・加工等の供給体制を整備す

るとともに、利用の促進を図ります。

※木質バイオマス資源を安定供給で

きる体制づくりを推進します。
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「２１おかやま森林・林業ビジョン」改訂版の概要

岡山県の森林・林業・木材産業の現状と課題
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スギ・ヒノキ人工林の齢級構成ha

齢級

利用可能な林齢

伐採利用の促進
環境に配慮した小面積皆伐

スギ花粉対策の推進

極端に少ない

再造林の実施
人工林の若返り化

少花粉スギ苗木等の植栽

○若齢林の面積は極端に減少、いびつな齢級構成

⇒

○木材（丸太）価格は長期にわたり低迷しており、ピ

ーク時（昭和５５年）の約３割に下落

⇒

○人工林資源は年々充実し、年間成長量は木材需

要量の約２倍

⇒

（平成２５年３月３１日時点）

【現状と課題】

改訂ビジョンの基本的方向

現行ビジョン

森林・林業のあるべき姿

未来における多様で豊かな森林の姿

人と森林との理想的なかかわり

３つの『視点』と、４つの『基本方針』

Ⅰ 林業生産活動を通じた木材資源の確保

１ 収益性の高い林業による山村の振興

２ 循環資源である木材・木質バイオマス

の利用推進

Ⅱ 森林とのふれあいを通じた心の豊かさと

ゆとりの確保

３ 県民参加による森づくりの推進

Ⅲ 自然環境の保全を通じた公益的機能の

確保

４ 自然力を活用した森林の保全

⇒「快適な森林環境の創出」（名称変更）

新 戦 略

３
つ
の
『視
点
』、
４
つ
の
『基
本
方
針
』は
生
か
し
つ
つ

「伐って・使って・植えて・育てる」という林業

のサイクルを循環させるための施策の推進

少花粉スギ等への植え替えと再造林等による齢級

構成の平準化の推進

重点施策

新たな課題への対応

マーケティング戦略の展開（県産ヒノキ製材品の海

外等への販路拡大）

ＣＬＴ等の新製品・新技術と木質バイオマス発電に

よる新たな木材需要の創出

「豊富な森林資源の循環利用による林業の成長産業化」

◇「21おかやま森林・林業ビジョン」の改訂について◇
　本県の森林の整備、林業・木材産業の振興等を推進していくための基本指針として、「２１おかやま森林・
林業ビジョン」を平成21年度に策定していますが、ビジョン策定から５年が経過し、時代の要請や情勢の変
化を的確に反映させるため、見直しを行い、平成27年３月に改訂しました。
　「21おかやま森林・林業ビジョン」改訂版の概要は次のとおりです。
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２　
主
な
試
験
研
究
の
概
要

【
コ
ン
テ
ナ
苗
を
用
い
た
低
コ
ス
ト
造

林
技
術
の
確
立
】

　

植
栽
や
下
刈
り
効
率
、
植
栽
後
の
生

育
も
良
い
と
言
わ
れ
る
コ
ン
テ
ナ
苗
を

用
い
た
造
林
方
法
に
つ
い
て
、
実
際
の

植
林
地
に
お
い
て
そ
の
生
育
状
況
等
を

調
査
し
、
低
コ
ス
ト
造
林
技
術
推
進
の

た
め
の
基
礎
資
料
と
し
ま
す
。

【
生
理
活
性
物
質
を
用
い
た
マ
ツ
タ
ケ

の
人
工
培
養
方
法
の
研
究
】

　

マ
ツ
タ
ケ
が
樹
木
の
根
か
ら
摂
取
し

て
い
る
栄
養
や
生
理
活
性
物
質
の
利
用

形
態
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
ミ

ニ
チ
ュ
ア
・
ア
カ
マ
ツ
林
を
設
置
し
て

マ
ツ
タ
ケ
菌
糸
成
長
促
進
物
質
の
散
布

方
法
を
検
討
し
ま
す
。

ヒノキコンテナ苗

森林研究所だより（平成27年度森林研究所の主な研究課題）

　当所は、活力ある本県林業・木材産業の実現を目指すため、長期的な展望に立った試験研究を行っていま
す。研究課題については、森林･林業･木材関係者などから広く募集するなど、地域の要請に沿った実用的な
試験研究に取り組んでいます。

１　主な試験研究課題一覧

区　分

育林育種

森林保護

特用林産

経営機械

林業研究室計

材質特性の解明

加工技術の
開発 ･ 改良

木材加工研究室計

合　　計

列状間伐後の下層植生に関する研究

新 コンテナ苗を用いた低コスト造林技術の確立

シカによる森林被害対策に関する研究

生理活性物質を用いたマツタケの人工培養方法の研究

倒木接種によるきのこ栽培の実用化

スイングヤーダを用いた架線系作業システムの研究

   ６課題（4,192 千円）

岡山県内で開発されている新しい木質材料の性能試験

岡山県産材の難燃化技術の開発・改良

内装用木材の含水率管理技術の開発

林地残材等の木質バイオマス燃料としての品質性能の分析

伐採木材の高度利用技術の開発

   ５課題（4,679 千円）

   11 課題（8,871 千円）

（803 千円）

（703 千円）

（1,000 千円）

（528 千円）

（497 千円）

（661 千円）

（695 千円）

（958 千円）

（947 千円）

（1,131 千円）

（948 千円）

25 ～ 27

27 ～ 29

26 ～ 28

25 ～ 27

26 ～ 28

25 ～ 27

26 ～ 28

26 ～ 28

24 ～ 28

25 ～ 27

25 ～ 29

課　　　題　　　名 年　度

※太字は受託研究課題、その他はすべて単県研究課題
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【
岡
山
県
内
で
開
発
さ
れ
て
い
る
新
し

い
木
質
材
料
の
性
能
試
験
】

　

Ｃ
Ｌ
Ｔ
（
ク
ロ
ス
・
ラ
ミ
ネ
イ
テ
ィ

ド
・
テ
ィ
ン
バ
ー
）
や
、
重
ね
梁
等

は
、
新
し
く
有
力
な
木
質
材
料
の
一
つ

で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
性
能
評
価
を
実
大

強
度
試
験
機
や
昨
年
度
導
入
し
た
壁
せ

ん
断
試
験
機
を
用
い
て
行
い
、
県
産
材

の
需
要
拡
大
に
努
め
ま
す
。

【
岡
山
県
産
材
の
難
燃
化
技
術
の
開

発
・
改
良
】

　

県
産
材
の
需
要
拡
大
を
図
る
た
め
に

は
、
今
後
需
要
が
見
込
ま
れ
る
内
装
材

に
つ
い
て
、
難
燃
化
技
術
の
開
発
・
改

良
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
防
火
性
能
が
高
い
薬
剤

の
検
討
を
行
う
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の

薬
剤
の
木
材
へ
の
注
入
性
に
つ
い
て
研

究
を
行
い
ま
す
。

お
知
ら
せ【
岡
山
県
立
森
林
公
園
開
園
】

　

４
月
16
日
に
開
園
し
た
県
立
森
林
公

園
（
鏡
野
町
羽
出
及
び
上
齋
原
）
は
、

昭
和
50
年
７
月
の
利
用
開
始
以
来
、
今

年
で
40
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

同
公
園
内
（
３
３
４
㌶
）
に
は
、
ブ

ナ
林
や
湿
原
、
県
境
に
あ
る
千
軒
平
な

ど
園
内
の
見
所
に
通

じ
る
遊
歩
道
や
登
山

道
が
整
備
さ
れ
て
お

り
、
豊
か
な
自
然

を
幅
広
い
年
齢
層
の

方
々
に
満
喫
し
て
い

た
だ
け
る
公
園
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

中
央
園
路
沿
い
の
湿
地
に
は
ザ
ゼ
ン

ソ
ウ
が
顔
を
出
し
、
林
床
に
も
キ
ク
ザ

キ
イ
チ
ゲ
や
イ
ワ
ウ
チ
ワ
な
ど
、
次
々

に
可
愛
ら
し
い
花
が
咲
き
出
し
ま
す
。

山
は
ブ
ナ
や
カ
ラ
マ
ツ
の
芽
吹
き
で
パ

ス
テ
ル
調
に
淡
く
色
づ
き
、
晴
れ
た
日

の
千
軒
平
か
ら
は
蒜
山
や
大
山
を
望
む

こ
と
が
出
来
る
な
ど
、
一
年
の
中
で
も

大
変
美
し
い
時
期
を

迎
え
ま
す
。

　

雄
大
な
自
然
の
力

が
感
じ
ら
れ
る
春
の

森
林
公
園
に
是
非
一

度
足
を
お
運
び
く
だ

さ
い
。

◇
現
地
の
最
新
状
況
等
問
い
合
わ
せ
先

　
（
森
林
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー
）

０
８
６
８
（
５
２
）
０
９
２
８

ヒノキを表層に使用したCLTの曲げ試験

ザゼンソウ

ブナの芽吹き

DASH
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目指せハンター（狩猟者）！
～あなたもハンターになりませんか？～

平成27年度　狩猟免許試験のご案内
　狩猟を行うためには、「鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する法律」に基づき、狩猟免許を取
得し、狩猟者登録を受けることが必要です。

試験の期日等

狩猟免許の種類

平成 27 年７月 26 日㈰

平成 27 年８月 11 日㈫

平成 27 年９月 10 日㈭

体験学習施設百花プラザ
所在地：岡山市東区西大寺南１－２－３
マービーふれあいセンター
所在地：倉敷市真備町箭田４０－１
グリーンヒルズ津山リージョンセンター
所在地：津山市大田９２０

期　　日 申込期間 会　　場

６月１日～７月13日

６月１日～７月28日

６月１日～８月27日

○網猟免許　　　………網（むそう網、はり網、つき網、なげ網）を使用する猟法
○わな猟免許　　………わな（くくりわな、はこわな、はこおとし、囲いわな）を使用する猟法
○第一種銃猟免許………装薬銃（散弾銃、ライフル銃）、空気銃を使用する猟法
○第二種銃猟免許………空気銃を使用する猟法

狩猟免許試験の内容

お問い合わせ先

「適性試験」、「技能試験」及び「知識試験」を行います。

受験手続き等の詳細につきましては、下記へお気軽にお問い合わせください。
○岡山県環境文化部自然環境課 （０８６）２２６－７３１０
○備前県民局農林水産事業部森林企画課 （０８６）２３３－９８３２
○備中県民局農林水産事業部森林企画課 （０８６）４３４－７０５２
○美作県民局農林水産事業部森林企画課 （０８６８）２３－１３８４

体験学習施設百花プラザ

マービーふれあいセンター

グリーンヒルズ津山リージョンセンター

○狩猟初心者講習会のご案内（任意受講）
　一般社団法人岡山県猟友会の主催で、これから狩猟免許を取得される方を対象とした、「狩猟初心
者講習会（有料）」が次の日程で開催されます。
　申込み等の詳細につきましては、一般社団法人岡山県猟友会に、直接、お問い合わせください。

期　　　日

平成 27 年７月 18 日（土）

平成 27 年８月 １日（土）

平成 27 年９月 ６日（日）

場　　　所 お問い合わせ先等

（一社）岡山県
猟友会事務局
 （086）223－3190
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森林・林業関係イベント参加募集

技能講習会の開催（6～8月）

名　称 会　場 日　程 申込・問合せ先

※詳細は申込先にお問い合わせください。

小型移動式クレーン運転

玉掛け

刈払機作業従事者

伐木
移動式クレーン運転士
林業架線作業主任者

はい作業主任者

7月 16，17 日
6 月 3，4 日
6 月 11，12 日・7月 4，5日
7月 9，10 日・8月 10，11 日
8 月 27，28 日
6 月 22，23 日
6 月 18，19 日・8月 24，25 日
7 月 22 日
6 月 4 日
7 月 24 日
6 月 25，26 日
7 月 16 日
6 月 9 日

8 月 19，20 日

岡山
津山
岡山

和気
玉野
笠岡
岡山
新見
津山
津山

津山

開催日時 場　　　所 行事名称・内容 問合せ・申込先等

６月 ７日（日）
10：00 ～

６月 ８日（月）
10：00 ～ 15：00

７月 20 日（月）
10：00 ～ 15：00

毛無山山まつり
（護摩供養、特産品販売、森林セ
ラピーロード散策）

まにわ山歩【美甘エリア】
（山野を歩きながらの動植物観察会）

まにわ山歩【鏡野町エリア】
（山野を歩きながらの動植物観察会）

新庄村産業建設課
TEL（0867）56-2628

津黒いきものふれあいの里
　　　　　　　　・ささゆり館
TEL（0867）67-7011
津黒いきものふれあいの里
　　　　　　　　・ささゆり館
TEL（0867）67-7011

（社）岡山県労働基準協会
TEL（086）225-3571

林業・木材製造業労働災害防止協会
岡山県支部
TEL（086）221-2160

中国四国安全衛生技術センター
TEL（084）954-4661
陸上貨物運送事業労働災害防止協会
岡山県支部　TEL（086）234-1332

毛無山三合目

真庭市美甘支局

真庭市蒜山
山乗渓谷不動滝駐車場

̶ 安全・人と自然・調和 ̶
造林木を野生動物の食害から守る

〔野生獣類忌避剤〕コニファー水和剤
〔樹皮食い防止に〕バークガード
〔クズ専用除草剤〕ザイトロン・ザイトロンフレノック・ケイピンエース
〔樹幹注入剤〕センチュリーエース　★新発売★マッケンジー注入剤
（お問い合わせ申し込みは県森連・森林組合へ）
販売元：口植アグリ株式会社
　　　TEL：086－292－5525

〔幼令樹保護カバー〕くわんたい
〔野生草食獣食害防止〕防獣ネット

大同商事㈱大阪営業所
TEL：06－6231－2819
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林 産 物 市 況
木　材（４月 17 日） 単位：千円／㎥

14 ～ 16
18 ～ 20
22 ～ 28
18 ～ 22
24 ～ 28
16 ～ 18
18 ～ 22
18 ～ 22

14
13
12
11.5
11.5
15
14
16

9.5
9.5
10
10 ～
10 ～
10
8
10

3ｍ

4ｍ

6ｍ
3ｍ
4ｍ

ス　ギ

ヒノキ

マ　ツ

米マツ

北洋アカマツ
ホワイトウッド

正角 3m　10.5cm角
正角 3m　12cm角
正角 3m　10.5cm角
正角 3m　12cm角
平角 4m　10.5 ～ 12cm×15 ～ 18cm
正角 3m、4ｍ　10.5cm角
平角 3m、4ｍ　10.5×15 ～ 21cm
タルキ 4m　3.8cm角
間柱 3m　2.7cm×10.5cm

特 等
特 等
特 等
特 等
一 等
特 等
特 等
特 等
特 等

K
Ｋ
K
Ｋ
Ｋ
G
G
Ｋ
Ｋ

50,000 ～ 55,000
50,000 ～ 55,000
55,000 ～ 60,000
55,000 ～ 60,000

65,000
52,000 ～ 54,000
54,000 ～ 55,000
70,000 ～ 75,000
52,000 ～ 54,000

樹種 長さ 径　級 直　材 小曲り 樹種 長さ 径　級 直　材 小曲り

杉

14 ～ 16
18 ～ 20
22cm上
16 ～ 18
20 ～ 22
24 ～ 28
14 ～ 16
18 ～ 20

17.5
18
17
17
17
20
28.5
28.5

16
15.5
15
9～
14
14
25
25

3ｍ

4ｍ

6ｍ

檜

松

・出荷材積　　　　　約 1,600 ㎥

（共販所より概況）
杉概況：全体的に横這い
小径材　横這い
柱　材　横這い
中目材　横這い

松概況：全体的に横這い

桧概況：全体的に横這い
【3m】 【4m】 
小径材　横這い 小径材　横這い 
柱　材　強含み 柱　材　横這い 
中目材　強含み 中目材　強含み 
 元　木　強含み 

製　材（４月）
樹　　　種 寸　　　　　　　　　法 等級 区分

国内挽

備考安値～高値

注１：価格は、岡山県内の市場の相場を参考とした。
注２：区分のＫとは人工乾燥材、Gとは未乾燥材のこと。

資料：岡山県森連勝山木材共販所市況速報、価格は中値。
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ht tp://www.okmor i ren .or . jp/HP

口座振込は
こちらへ

ゆうちょ銀行  　 01270－0－5225
中国銀行岡山駅前支店　　1852041
トマト銀行岡山駅前支店　1027972

募金期間
春のみどりの月間　　　

　  　4月1日～ 5月31日
秋のみどりの月間　　　

　　10月1日～10月31日

緑の募金でふせごう地球温暖化

寄付金に対する税の優遇措置が適用されます。

公益社団法人 岡山県緑化推進協会
122）680（ XAF・LET　８－１町錦区北市山岡 －9511

5761-95875761-9577東京都狛江市和泉本町1-21-1（201）201-0003

緑豊かな自然を守る
治山・林道事業の普及啓発、技術援助
治山・林道の調査、測量、設計、積算
森林整備・森林公園の総合計画

一般社団法人　岡山県森林協会
岡山市中区高屋 225-1 TEL 086-271-3711
津山市二宮 1849-2　　TEL 0868-28-9360

一般社団法人　岡山県森林協会
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（
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岡
山
県
林
政
課
内　

岡
山
県
林
業
改
良
普
及
協
会

岡
山
市
北
区
内
山
下
二
―
四
―
六

〒700-8750

編
集

発
行

認定番号
K0809236

この用紙は、日本の森林を育てる
ために間伐材を積極的に使用して
います。（間伐材10％＋古紙70％）
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林 

声

　

事
務
局
で
は
、
会
員
の
方
か
ら
の
紙

面
に
対
す
る
ご
意
見
・
ご
要
望
や
イ
ベ

ン
ト
情
報
等
、
身
近
な
話
題
の
投
稿
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
規
会
員
も
継
続
し
て
募
集

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
・
送

付
先
は
次
の
と
お
り
で
す
。

送
付
先

〒
７
０
０
―
８
５
０
７

　

岡
山
市
北
区
内
山
下
２
―
４
―
６

　

岡
山
県
庁
林
政
課
内　

ま
た
は

〒
７
１
７
―
０
０
１
３

　

真
庭
市
勝
山
１
８
８
４
―
２

　

森
林
研
究
所　

木
材
加
工
研
究
室
内

【
編
集
後
記
】

・
今
年
度
、
編
集
を
担
当
す
る
Ｉ
と
Ｍ
で

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

・
山
々
は
緑
に
染
ま
り
、
さ
わ
や
か
な

季
節
…
の
は
ず
が
、
も
う
か
な
り
暑
い

で
す
ね
。
今
年
は
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
や

Ｃ
Ｌ
Ｔ
と
何
か
と
話
題
が
多
く
、
林
業
・

木
材
産
業
界
も
ア
ツ
い
！
（
Ｉ
）

・
昨
年
度
か
ら
引
き
続
き
編
集
を
担
当
し

ま
す
。
こ
れ
か
ら
、
あ
っ
と
い
う
間
に

暑
く
な
り
ま
す
。
体
調
管
理
に
は
十
分

気
を
つ
け
て
、
今
年
も
元
気
に
１
年
を

過
ご
せ
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
Ｍ
）

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

加入できる森林は？　人の手が加わった森林
加入期間は？　　　　１年単位で何年でも！
保険金がでるのは？
　火災、風害、水害、雪害、干害等気象災の損害が
あったとき、森林所有者に支払われます。
　岡山県では過去５年間で約６千万円の保険金が支払わ
れました。

樹　　種…ヒノキ　契約時林齢…１年　 　　　     　　樹　　種…ヒノキ　契約時林齢…26年
保険期間…５年　　保険金額…最大188万円　  　 　 　保険期間…５年　　保険金額…最大299万円

　

○保険金額を50％にすることにより、保険料を50％にすることも出来ます。
○条件によって契約金額が変わってきます。

○お申し込み、お問い合わせはお近くの森林組合まで。

ご契約のモデルケース（1haあたり）

一括払いだと 21,225 円（５年間計） 一括払いだと 37,375 円（５年間計）

1ヶ月あたり
約 350 円

1ヶ月あたり
約 620 円

〔　　切土土砂用　　〕

津山支店　/津山市高尾573-1
岡山事務所 /岡山市北区芳賀5325

TEL（0868）28-0256
TEL（086）294-1000


